
５１年ぶりに上映された、佐藤鉄章原作によ

る東映映画「季節風の彼方に」 

　
県
立
鷹
巣
農
林
高
校
な
ど
で
教
鞭
を

執
っ
た
作
家
・
佐
藤
鉄
章
（
一
九
一
四

―
一
九
九
一
）
原
作
に
よ
る
映
画
「
季

節
風
の
彼
方
に
」
の
上
映
会
が
11
月
26

日
、
市
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
同
校
の

生
徒
や
映
画
フ
ァ
ン
が
戦
後
ま
も
な
い

北
秋
田
地
方
の
山
村
の
現
実
を
描
い
た

映
画
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。 

　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊  

　
上
映
会
は
、
今
年
学
校
創
立
百
周
年

を
迎
え
た
鷹
巣
農
林
高
校
（
佐
藤
英
樹

校
長
、
生
徒
数
２
６
６
人
）
が
、
教
員
Ｏ

Ｂ
で
あ
る
佐
藤
鉄
章
氏
の
業
績
を
偲
ぶ

と
と
も
に
、
同
校
ゆ
か
り
の
映
画
を
地

域
の
人
々
に
見
て
も
ら
い
た
い
と
、
記

念
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。 

■
苦
学
し
て
教
師
に 

　
佐
藤
鉄
章
は
大
正
三
年
北
秋
田
郡
十

二
所
町
（
現
大
館
市
）
生
ま
れ
。
本
名
は

有
次
郎
。
家
が
貧
し
か
っ
た
こ
と
か
ら

成
章
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業
後
、
長
野
、

東
京
な
ど
で
生
活
、
帰
郷
後
、
苦
学
し
な

が
ら
教
員
検
定
試
験
に
合
格
し
ま
す
。 

　
昭
和
12
か
ら
17
年
ま
で
旧
竜
森
小
学

校
の
教
師
を
務
め
ま
す
。
18
年
か
ら
22

年
ま
で
花
輪
高
等
女
学
校（
現
花
輪
高
校
）

に
在
職
し
ま
す
が
、
こ
の
間
、
19
年
に
徴

兵
さ
れ
大
陸
戦
線
に
従
軍
。
捕
虜
生
活

を
終
え
て
昭
和
21
年
に
復
員
し
ま
す
。 

　
戦
後
は
、
鷹
巣
農
林
、
大
館
鳳
鳴
、
大

館
桂
各
高
校
の
教
諭
を
歴
任
、
そ
の
後

上
京
し
作
家
生
活
に
専
念
し
ま
す
。 

　
鷹
巣
農
林
高
校
に
は
昭
和
22
年
か
ら

30
年
ま
で
在
職
、教
職
の
傍
ら
同
人
誌「
北

方
文
芸
」「
奥
羽
文
学
」
な
ど
を
主
宰
し
、

文
芸
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

　
昭
和
30
年
に
は
「
季
節
風
の
彼
方
に
」

を
自
費
出
版
。
後
に
新
潮
社
か
ら
出
版

さ
れ
、33
年
に
は
関
川
秀
雄
監
督
、久
我
美

子
、高
倉
健
主
演
で
映
画
化
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
ほ
か
、
主
な
作
品
に「
断
崖
」「
若

い
魂
」（
岸
恵
子
主
演
で
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
化
）

「
召
集
兵
」「
あ
る
高
校
生
の
冬
山
遭
難
」

「
卑
弥
呼
新
考
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

■「
米
代
高
校
」と
し
て
登
場
‥
鷹
農
高 

　
映
画
は
封
切
当
時
、
鷹
巣
で
は
現
在

の
銀
座
通
り
商
店
街
に
あ
っ
た
民
映
で
、

大
館
で
は
東
映
第
一
劇
場
な
ど
で
上
映

さ
れ
、
大
き
な
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
上
映
の
た
め
フ
ィ
ル
ム
を
探
し

た
と
こ
ろ
、
制
作
・
配
給
元
だ
っ
た
東
映

本
社
に
は
存
在
せ
ず
、
伝
手
を
た
ど
り
、

よ
う
や
く
16
㎜
版
と
し
て
残
っ
て
い
た
も

の
を
見
つ
け
出
し
た
も
の
で
、
製
作
か

ら
51
年
ぶ
り
の
再
上
映
と
な
り
ま
し
た
。 

　
上
映
会
で
は
、
生
徒
会
長
の
嶺
脇
義

和
君
（
３
年
）
が
、「
映
画
の
原
作
を
書
か

れ
た
佐
藤
先
生
が
本
校
で
教
鞭
を
執
ら

れ
て
い
た
こ
と
は
大
き
な
誇
り
。
ぜ
ひ

最
後
ま
で
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
、
映
画
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
久
我
美
子
演
ず
る

主
人
公
・
那
村
文
江
が
、山
深
い「
深
沢
村
」

で
、
男
性
教
師
と
の
愛
に
悩
み
が
ら
も

へ
き
地
教
育
に
情
熱
を
傾
け
る
姿
を
通

し
、
貧
し
く
古
い
因
習
が
残
る
山
村
社

会
の
現
状
を
描
き
ま
す
。 

　
原
作
は
、
鉄
章
が
竜
森
小
や
鷹
農
教

師
時
代
の
体
験
を
元
に
書
い
た
も
の
で

鷹
農
高
が
モ
デ
ル
の
「
米
代
高
校
」
や
、

旧
国
鉄
阿
仁
合
線
と
さ
れ
る
鉄
道
、
深

沢
村
や
畠
山
、橋
本
姓
の
生
徒
な
ど
七
日

市
地
区
を
思
わ
せ
る
地
名
や
人
名
も
多

数
登
場
し
ま
す
。 

 

■
鷹
農
Ｏ
Ｂ
の
俳
優
・
相
馬
剛
三
氏
も
出
演 

　
映
画
化
に
あ
た
っ
て
は
、
当
初
鷹
巣

周
辺
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ
る
予
定
で
し
た

が
、
冬
の
シ
ー
ン
撮
影
の
た
め
の
雪
が

少
な
く
、
や
む
な
く
新
潟
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
当
地
方
の
雰
囲
気
と

よ
く
似
た
山
間
の
村
の
姿
や
、
木
造
の

中
学
校
、
蒸
気
機
関
車
、
炭
の
運
搬
風
景

な
ど
が
現
れ
る
と
、
当
時
を
知
る
人
も

懐
か
し
そ
う
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
名
脇
役
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
鷹
巣
農
林
高
校
Ｏ
Ｂ
の
俳
優
・
相
馬

剛
三
さ
ん
（
故
人
）
も
同
僚
教
師
役
で
登

場
、
後
に
つ
な
げ
る
重
要
な
役
ど
こ
ろ

を
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。 

　
映
画
を
見
た
同
校
２
年
の
齊
藤
雅
哉

君
は
、「
母
校
の
偉
大
な
先
生
の
作
品
を

見
て
感
動
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
炭
運

び
で
図
書
購
入
の
資
金
を
得
る
場
面
や
、

営
林
署
の
係
官
に
労
働
基
準
法
な
ど
に

つ
い
て
尋
ね
る
場
面
も
印
象
的
だ
っ
た
」

と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

佐
藤
鉄
章
原
作
の
映
画
を
上
映

佐
藤
鉄
章
原
作
の
映
画
を
上
映

佐
藤
鉄
章
原
作
の
映
画
を
上
映

佐
藤
鉄
章
原
作
の
映
画
を
上
映

佐
藤
鉄
章
原
作
の
映
画
を
上
映

久
我
美
子
・
高
倉
健
主
演
﹁
季
節
風
の
彼
方
に
﹂

鷹農ＯＢの俳優・相馬剛三氏も教師役で出

演（右。中央が高倉健）。方言指導も行った。 

北
秋
田
が
舞
台

　
イ
ギ
リ
ス
人
の
考
古
学
研
究
者
、
サ
イ
モ

ン
・
ケ
イ
ナ
ー
さ
ん
と
鷹
巣
小
学
校
児
童
と

の
交
流
会
が
12
月
18
日
、
同
小
で
行
わ
れ
、

児
童
ら
が
サ
イ
モ
ン
さ
ん
の
講
話
を
通
し
、

イ
ギ
リ
ス
の
世
界
遺
産
遺
跡
・
ス
ト
ー
ン
ヘ

ン
ジ
や
伊
勢
堂
岱
遺
跡
と
の
類
似
点
な
ど
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

　
サ
イ
モ
ン
さ
ん
は
考
古
学（
先
史
時
代
）の

研
究
者
で
現
在
イ
ギ
リ
ス
・
セ
イ
ン
ズ
ベ
リ
ー

日
本
芸
術
研
究
所
副
所
長
。
國
學
院
大
學
の

客
員
教
授
な
ど
も
務
め
、
国
外
の
縄
文
文
化

研
究
者
と
し
て
は
第
一
人
者
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。 

　
サ
イ
モ
ン
さ
ん
は
日
本
留
学
の
経
験
も
あ

り
、
日
本
語
に
堪
能
。
交
流
会
で
は
、
サ
イ

モ
ン
さ
ん
が
世
界
的
に
有
名
な
ス
ト
ー
ン
ヘ

ン
ジ
に
つ
い
て
、
「
約
５
千
年
も
前
の
先
史

時
代
に
作
ら
れ
た
遺
跡
で
伊
勢
堂
岱
遺
跡
と

同
じ
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
だ
が
、
使
わ
れ
て

い
る
石
は
と
て
も
大
き
い
。
一
つ
の
石
だ
け

で
平
均
で
象
40
頭
分
も
の
重
さ
」
と
紹
介
す

る
と
、
児
童
た
ち
は
と
て
も
驚
い
て
い
た
様

子
で
し
た
。 

　
ま
た
、
サ
イ
モ
ン
さ
ん
が
模
型
を
使
っ
て

遺
跡
が
時
計
や
カ
レ
ン
ダ
ー
と
し
て
使
わ
れ

て
い
た
こ
と
を
説
明
す
る
と
、
身
を
乗
り
出

し
て
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
講
話
の
あ
と
、
児
童
た
ち
か
ら
「
伊
勢
堂

岱
と
の
間
で
交
流
が
あ
っ
た
の
で
す
か
」「
ど

う
や
っ
て
重
い
石
を
は
こ
ん
だ
ん
で
す
か
」

な
ど
と
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
サ
イ
モ
ン
さ
ん
は
「
交
通
機
関
が
な
い
頃

な
の
で
交
流
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
当
時
の

人
間
の
考
え
方
は
共
通
し
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
」
「
丸
太
を
何
本
も
使
い
、
コ
ロ
の

よ
う
に
し
て
石
を
運
ん
だ
の
で
は
な
い
か
」

な
ど
と
、
一
つ
ひ
と
つ
の
質
問
に
丁
ね
い
に

答
え
て
い
ま
し
た
。 

　
交
流
会
終
了
後
、
児
童
を
代
表
し
て
鈴
木

隆
也
君
が
「
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
の
目
的
な
ど

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
同
じ
ス
ト
ー

ン
サ
ー
ク
ル
の
伊
勢
堂
岱
遺
跡
に
つ
い
て
も

も
っ
と
調
べ
て
み
よ
う
と
思
う
」
と
、
お
礼

の
こ
と
ば
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

▲イギリスの世界遺産「ストーン・ヘンジ」

の説明に聞き入る鷹巣小児童ら 

▲12月定例会市議会で議員の 
　質問に答える津谷市長 

鷹
巣
小
児
童
と
サ
イ
モ
ン
・
ケ
イ
ナ
ー
さ
ん
と
の
交
流
会

イ
ギ
リ
ス
の
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
に
興
味
し
ん
し
ん

11
月
16
日（
月
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組

合
正
副
管
理
者
会
議
（
公
立
米
内
沢
総
合

病
院
） 

11
月
18
日（
水
）▽
米
代
川
流
域
内
合
同
危
機
管
理

演
習（
能
代
市
） 

11
月
19
日（
木
）▽
畠
山
義
郎
氏
県
文
化
功
労
賞
受

賞
祝
賀
会
（
交
流
セ
ン
タ
ー
）▽
綴
子
自
治

会
長
連
絡
協
議
会
行
政
懇
談
会
（
綴
子
基

幹
集
落
セ
ン
タ
ー
） 

11
月
20
日（
金
）▽
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議
会
要
望
活
動（
東
京
都
） 

11
月
24
日（
火
）▽
中
嶋
喜
代
氏
旭
日
双
光
章
・
山
城
京
子
氏
瑞
宝
単
光
章
受
章

祝
賀
会（
中
央
公
民
館
） 

11
月
25
日（
水
）▽
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
株
式
会
社
臨
時
株
主
総
会（
阿
仁
庁
舎
） 

11
月
27
日
（
金
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
臨
時
議
会
（
公
立
米
内
沢

総
合
病
院
）▽
第
４
回
米
代
川
水
系
河
川
整
備
学
識
者
懇
談
会（
能
代
市
） 

11
月
29
日
（
日
）▽
掛
泥
自
治
会
意
見
交
換
会
（
掛
泥
会
館
）
▽
後
藤
久
美
氏
　

農
林
水
産
大
臣
表
彰
受
賞
記
念
祝
賀
会（
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
あ
い
か
わ
） 

11
月
30
日（
月
）▽
市
議
会
12
月
定
例
会
本
会
議
初
日（
議
事
堂
） 

12
月
３
日（
木
）▽
市
議
会
12
月
定
例
会
本
会
議
一
般
質
問（
議
事
堂
） 

12
月
４
日（
金
）▽
市
議
会
12
月
定
例
会
本
会
議
一
般
質
問（
議
事
堂
） 

12
月
５
日（
土
）▽
き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
パ
レ
ー
ド
、点
灯
式（
鷹
ノ
巣
駅

前
、
米
代
児
童
公
園
） 

12
月
10
日（
木
）▽
年
末
年
始
特
別
警
戒
活
動
出
陣
式（
北
秋
田
警
察
署
） 

12
月
11
日
（
金
）▽
市
議
会
12
月
定
例
会
本
会
議
最
終
日
（
議
事
堂
）
▽
北
秋
田

市
医
療
団
体
と
の
業
務
協
議
会（
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

12
月
14
日（
月
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
長
下
処
分
施
設

浸
出
水
処
理
検
討
委
員
会
委
嘱
状
交
付
式（
中
央
公
民
館
） 
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サイモン・ケイナーさんとの交流会／市長ダイアリー 鷹農高「季節風の彼方に」上映会


